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(2) 
条件 i) より、1 ≦ 𝑠 ≦ 𝑘 − 1 であるすべての整数 𝑠 に対して、𝑚(𝑠, 𝑘 − 1) ≧ 40 が成り⽴つ。…(☆) 
また条件 ii) より、𝑘 ≦ 𝑗 ≦ 𝑙 なるすべての整数 𝑗 に対してある整数 𝑁(𝑗) が存在し、𝑚(𝑁(𝑗), 𝑗) < 40 が
成り⽴つ。𝑁(𝑗) は複数存在しうるが、（☆）より 𝑘 以上のものが必ず存在する。…（★） 
 
ここで、𝑘 ≦ 𝑗 ≦ 𝑙 なるすべての整数 𝑗 について 𝑚(𝑘, 𝑗) < 40 であることを数学的帰納法で⽰す。 
① まず 𝑗 = 𝑘 のとき、𝑘 ∉ 𝑆({𝑥>}) であるため 𝑚(𝑘, 𝑘) = 𝑥@ < 40 となる。 
② 𝑗 = 𝑘, 𝑘 + 1,… , 𝑘′ (𝑘′ は 𝑘 ≦ 𝑗 ≦ 𝑙 − 1 である整数)のときに 𝑚(𝑘, 𝑘C) < 40 が成り⽴っていると仮

定する。（★）よりある 𝑘 以上の⾃然数	 𝑁(𝑘C + 1)	 が存在し、𝑚(𝑁(𝑘C + 1), 𝑘C + 1) < 40	 が成り⽴つ。
まず	 𝑁(𝑘C + 1) = 𝑘	 のときはそのままとする。次に	 𝑁(𝑘C + 1) > 𝑘	 のときは仮定より	 𝑚(𝑘,𝑁(𝑘C +

1) − 1) < 40 	 が 成 り ⽴ つ の で 、𝑚(𝑁(𝑘C + 1), 𝑘C + 1) < 40 	 お よ び 	 (𝑘, 𝑁(𝑘C + 1) − 1) < 40 	 よ り	

𝑚(𝑘, 𝑘C + 1)	 がいえる。いずれの場合も	 𝑚(𝑘, 𝑘C + 1) < 40	 となる。 
したがって 𝑘 ≦ 𝑗 ≦ 𝑙 なるすべての整数 𝑗 について 𝑚(𝑘, 𝑗) < 40 であり、特に 𝑚(𝑘, 𝑙) < 40 であるこ
とがいえる■ 


